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Abstract: In Kentyumikkan Fujiwara no Sadaie provided annotations of Waka No. 204 in the 
Kokinshu based on a series of Chinese poems related to “Western Mountain” and “Setting Sun”. 
Waka No. 204 is regarded as the work representing scenery at dusk, within which the word “kage” 
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「西山夕陽」考 ――古今集 204番歌の解釈をめぐって―― 
































           （小町谷照彦「古今和歌集評釈・百四十九・ひぐらしの鳴きつる
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において、古今集 204 番歌に対する顕昭の注の部分は、 
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「西山夕陽」考 ――古今集 204番歌の解釈をめぐって―― 




























山西曰夕陽     山西なるを夕陽と曰ふ 
と注している。また、『爾雅』・「釈山」には、 













あり、意味も異なる。   
ここで、中国文学における「西山」と「夕陽」を巡る表現の系譜を概観する。 















日忽忽其将暮    日は忽忽
こつこつ
として其れ将に暮れんとす 
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漢・揚雄が屈原を悼む「反離騒」という賦において、 























白日半西山     白日西山に半
なか
ばし 











忽然帰西山     忽然
こつぜん
として西山に帰る 
               曹植「贈徐幹」 
など、建安時代から、実景としての「西山にかかる夕日」の描写が登場するようになって
いる。8以降、 









白日入西山     白日西山に入る 
楊方「合歓詩五首 其三」 





素月出東嶺     素月東の嶺に出づ 
陶淵明「雑詩 其二」 







白日下西山     白日西山に下る 
皇太子簡文「雜題二十一首 遊人」 





落日西山際     落日西山の際
きは
 
                                                  常建「西山」 
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好看落日斜銜処   看るに好し落日の斜めに銜
ふく
む処 




















し   
孟浩然「宿業師山房期丁大不至」                              
西山多奇状     西山奇状を多くし 
秀出倚前楹     秀出して前楹
ぜんえい
に倚る 









夕陽照分明     夕陽分明として照らす 
                        孟浩然「遊明禅師西山蘭若」 
猿不見兮空聞    猿見ずして空しく聞こゆ 




西嶺名夕陽     西嶺を夕陽と名
なづ
け 
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「影」（317 陰）、「かげ」（4469 可気）「朝日影」（495 朝日
影）、「影面」（52 影友）、「御陰」（52 御蔭・御影）、「朝影」
（2394 朝影、2619 朝影、2664 朝影、3085 朝影、3138 朝
影、4192 朝影）、「夕影」（1622 夕影、2104 暮陰、2157 暮
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影、2159 暮陰、4290 暮影） 
月の光 
「影」（1295 陰、2462 影、2821 影、3250 影、3658 可気、
4060 可気） 
灯火の光 「かげ」（2642 陰） 
水の面に映った形 
「影」（1435 陰、1714 影、3225 影、3807 影、4512 可気、
4199 影）、「磯影」（4513 伊蘇可気） 
面影 
「影」（2462 影）「面影」（2642 面影、2900 面影、3137 面
影、3138 面影） 
姿 「影」（4054 可気）、「影」（4181 影） 
光を遮って出来た 
暗い部分 
「陰」（1099 陰）、「山陰」（375 山影、1416 山影、1875 山
陰）、「常陰」（1470 常影、2156 跡陰）、「岩陰」（791 磐影）、
「島陰」（1719 嶋陰、3620 之麻可気、4412 之麻可気）、「松
陰」（1654 松影、1687 松影、2653 松陰、4271 松影）、「山
松陰」（3655 夜麻末都可気）、「水陰」（2862 水陰）、「水陰草」
（2013 水陰草）、「影草」（2159 影草）、「夕陰草」（594 暮陰










    山部宿祢赤人の不尽山を望みし歌一首 
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  （万葉集・巻七・1099・作者未詳） 
という一首のみであり、そこには「椎」という植物関連の表現が現れている。 
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八代集では、「山のかげ」という表現が古今集 204 番歌以外、七首の歌に現れている。 
    親王宮の帯刀に侍りけるを、宮仕へ仕う奉らずとて、解けて侍りける時に、よめ 
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現と共起している点、前掲した万葉集 1099 番歌とも共通している。 




  天の下みかさの山のかげならで頼むかたなき身とはしらずや 
（新古今・神祗・1897・藤原兼実） 
    法輪寺に住み侍けるに、人の詣で来て、暮れぬとて急ぎ侍ければ 






























「西山夕陽」考 ――古今集 204番歌の解釈をめぐって―― 

























































「西山夕陽」考 ――古今集 204番歌の解釈をめぐって―― 

















  ひぐらしの鳴きつるなへに日は暮れぬと思ふは山の影にぞありける（古今集 204 番歌） 
 ひぐらしの声聞く山の近けれや鳴きつるなへに入り日さすらん（後撰集 254 番歌） 
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学報』第 25 冊、1975）を参照。 
（9） 『枕草子』初段の傍線部分について解釈が分かれる。「夕日」は「射す」と「山の端近うなる」の
両方に掛かるのが通説である。島津久基「枕草子短観――山の端いと近くなりたるに」（『文学』第
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舎、1981）は枕草子初段の構文の立場から通説を支持し、今日では、通説の解釈はほぼ定着して































小島吉雄『日本古典文学大系 山家集 金槐和歌集』、岩波書店、1961、422 及び 443－444 頁を参


















回特別例会（2013 年 8 月 31 日、於西安賓館）で行った口頭発表を基に訂正加筆したもの
である。御教示を賜った諸先生方に心より御礼申し上げる。 
